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以下に本論で展開するミヒャエル・エンデ著『モモ』 iを資料とした道徳教育の営みである。  
 



























































































































３．2 資料『モモ』の主題分析  
『モモ』という物語の世界からは、人間を超えた存在から人間へのあたたかい眼差しが感じ
られる一方で、現代社会に生息する人間に対して自然や人間の本性への回帰を促す警告にも似




























４．1 道徳資料として長編作品をいかに扱うか  









①  全編を通読し感想文を書く〔全容をつかむ段階の活動〕  
②  作品の帯（紹介文）を書く〔テーマを読み取る段階の活動〕―【資料 A】参照  
③  梗概（400～600 字）を書く〔要点を整理する段階の活動〕  







【資料 A】  
 
４．2 道徳授業成立にかかわる主題構成とブロック化構想x 



























能性が高まる。    











①  反問による生徒の意識の明確化  
②  意見の違いや争点の明確化  
③  生徒の気づかない意識の明確化  
（５）終末段階とブロック化  
 終末段階で最も留意すべき点は、価値の押しつけや生徒の決意表明の場にしないということ
である。終末で期待する生徒の意識は、次の 3 点である。  
①  自己啓発意識があるか―自己理解を伴っているか  
②  自己対決意識があるか―自己否定を伴っているか  






② 生徒の発言内容をさばき分けて話し合いの組織化を図り、的確にねらいに迫ること。  
③ 生徒の言葉を通して、生徒の生活意識を支えている価値意識の変容を見定めること。  
 























⑤  指導過程  
 
 
４．4 授業についての考察  
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